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セルボ クロアー卜語文学史におけるユダヤ人
一史的分析のための予備的考察一

jg r  ザ'

序章ュダヤ人文学の論点

1 . 小論の目的

旧ユーゴスラヴイア（以下旧ユーゴ）のユダ 

ヤ人文学者が持つ、歴史的背景とアイデンティ 

ティは興味深い。同地は多くの要因が複雑に混 

ざり合うことで、素晴らしい文学を生み出して 

きた。多民族混住地域においてユダヤ人という 

存在は一際マイノリティーであり、そうした彼 

らの歴史上の経験は独自の世界観を生み出すに 

至った。19世紀末に同地域でユダヤ人の平等権 

が認められ社会進出の基盤を作り上げると、文 

学界においてもユダヤ人の教育水準の高さと特 

異な経験によって、秀でた文学者を輩出してき 

たのだった。

第二次世界大戦以前に生を受けた文学者であ

る、エ リ • フインツイ、エリフ . コシュ、アレ 

クサンダル . テイシュマ、ダニーロ . キシュら 

はホロコーストの被害を直接受け、その自身の 

文学に少なからず影響を及ぼしている。ホロ 

コ一ストによって彼らの中に生まれた「ユダヤ 

人が人間としていかように他民族と違うのか」 

といった問題は、彼らにより深い人間考察の機 

会を与えた。

戦後世代であるダヴィド• アルバハリは、旧 

ユーゴで生まれ育ったユダヤ人像を描写する。 

彼の小説が、ユダヤ人のみならず旧ユーゴ出身 

の諸民族の感情をも代弁するものでもある点 

で、「ユダヤ人の人間としての差異」に悩まされ 

た戦前世代とは違ったものとなっている。戦後

世代、すなわちホロコーストの間接的な犠牲者 

としての作者の立場は、先代たちにはない感覚 

で物事を捉えるものであった。

小論では彼らのような個性的な文学者が誕生 

した理由を、歴史背景と彼らを取り巻いた社会 

情勢に注目して検証したい。なお、セルボ-ク 

ロアート語文学史については固より、同言語圏 

におけるユダヤ人文学の研究が邦語文献では皆 

無に近い状況に鑑み、小論はまずもって歴史的 

概観を描写する作業を優先し、筆者自身の研究 

の展開に布石を置くことを目指すものである。

2 . 関連研究

今回のテーマに取り組むにあたり、参考とし 

た旧ユーゴの先行研究を見てみることにする。 

まず、旧ユーゴのユダヤ人文学の位置づけとし 

て、ユダヤ人の発想方法や経験によって生じた 

物語性への評価が大きいように考える。すなわ 

ち、非ユダヤ人評論家が、物語の独自性を著者 

のユダヤ性に起因させ、意味づけする作業が主 

に見られたのだ。このユダヤ人文学という安逸 

な概念化を真っ向から否定し、ユダヤ人文学を 

ユーゴスラヴィア文学として普遍化させる努力 

をした文学者が存在したが、批評する側の問題 

設定が「ユダヤ人文学」から始まることや、さ 

らにマジヨリティ一によるユダヤ人文学の評価 

点 が 「ユダヤ人独自の人間考察がなされている 

か、物語性があるか」に定説化されていたため、 

ちぐはぐな主張に陥ってしまった。世界のどこ
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で進行しているのか、登場人物の出自がどこで 

あるのか、何者であるのかなど具体概念を全く 

必要としない物語など存在し得ないかもしれな 

いが、物語の持つ普遍概念は民族の出自にこだ 

わらず、ユダヤ性を第一に置くことなく認めら 

れるべきであった。マジョリティーによる批評 

の限界は、ユダヤ性を評価基準の一つに用いる 

ことがしばしば偏見を生じさせていることであ 

ろう。また、現在においては、民族にとらわれ 

ない作家への視点も登場し、作品への解釈がよ 

り多様化した。また一方で依然としてマジョリ 

ティ一から見た「ユダヤ性の再発見」が注目を受 

けているように考える。

したがって、旧ユーゴのユダヤ人文学を考え 

るにあたり、非ユダヤ人によるユダヤ性に注目 

した評論を採用しつつ、ユダヤ人文学者のユダ 

ヤ人である出自と文学に対する意識的な態度を 

読み取りながら、補強を与えたい。また、マジョ 

リティーからの影響、すなわち政治、文化、思 

想などにも注目するつもりである。

3 . 研究方法

ところでユダヤ人の文化基盤は、ユダヤ教を 

軸にした伝統、生活習慣であろう。これらが文 

学者たちのアイデンティティとして存在してい 

ることは明白である。さらに、周辺民族の文化 

が混じることで彼らの生活に変化を及ぼしてい 

る。そして忘れてはならないことに、彼らを特 

徴付けていることとして、常に国内で少数派と 

して存在し、時には周辺民族からの差別を受け 

たことがあげられる。こうした他者からの視線 

が、特殊な思想を持つユダヤ人文学を多く排出 

する要因でもあった。

さて、「ユダヤ人文学」とはいえ、どのような 

定義がなされるべきか。小論を執筆するにあた

り、特に注意したのは以下の2 点である。

第一に、文学者の出生がユダヤ人であったこ 

と。そしてそのことを少なからずアイデンテイ 

テイとして所有していることである。ゆくゆく 

は改宗や同化でユダヤ教を破棄した者もこの範 

囲に含むものとする。民族の混住地域であった 

バルカンでは一国一国民の概念は適応できず、 

個人が出自と国家への帰属意識を複数所有する 

ことも有り得た。この論文で扱う、旧ユーゴ出 

身のユダヤ人文学者であるが、混血■も少なから 

ず、正教徒として洗礼を受けたものも存在する。 

彼らの多くは世俗化され、ユダヤ人としてのア 

イデンテイテイの存在を自身の中に発見しつつ 

も、周辺民族の影響を大いにうけながら生きた 

のであった。

二っの世界大戦、ユ一ゴ紛争、コソヴォ紛争 

など、歴史的経緯を共にする複数民族の間には 

思想的に共通点が見られ、セルビア人とユダヤ 

人にもそれは当てはまっている。歴史の共有の 

結果、ユダヤ人文学者によるセルボ•クロアー 

ト語1〉で記述された、現地住民も持っ潜在意識 

を描写した文学作品を生み出すことに成功した 

のだった。ユダヤ人としての特質、ユダヤ人の 

周辺民族との同質性は、旧ユーゴという舞台と 

深く関わることで非常に興味深いものとなって 

いる。

第二に、セルボ • クロアート語で書かれたユ 

ダヤ人文学に焦点を絞るこどである。近代化を 

経たユダヤ人にとって母語というものは、やは 

り彼らが住む土地の言語であるからだ。セルボ• 

クロアート語を使用するということは、その土 

地の生活習慣を少なからず自らに取り入れ、純 

粋なユダヤ文学というものの存在はあり得ない 

と考える。セルボ•クロアート語で作品を発表 

するという行為に、どのような背景と思想があ
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るかを検討したい。

中世にはユダヤ人によるラテン語文学、セ 

ファラデイムによるラデイノ語文学、アシュケ 

ナジームによるイデイ.ッシュ文学、ラビによる 

へブライ語文学も存在するが、研究対象外とす 

る。また、1948年のイスラエル建国とともに起 

こった、現代へブライ語復活のブームの影響も 

考慮しないことにする。今回の論文では、圧倒 

的多数であるセルボ•クロアート語で書かれた 

ユダヤ文学について扱うことをここで確認して 

おきたい。

本稿ではまず、ユダヤ人文学が誕生するに 

至った歴史背景を迪り、時代ごとに存在する思. 

想的流行を意識しながら、時系列に文学者とそ 

の特徴を挙げていくことにしたい。

第 1 章セルビアにおけるユダヤ人文学の 

起こりと発展

1 . 言語改革 

ユダヤ文学の発展は、当地のセルボ.クロアー 

ト語の発展が基盤にあった。19世紀に民族観が 

芽生え、国民国家の基礎が作られると、その範 

疇での文化や言語の発展に伴って優れた文学作 

品が登場するようになった。多岐にわたる分野 

で優れた知識人が誕生することでアカデミズム 

が発展し、特にリュブリヤナ（Ljubljana)、ザグ 

レブ(Zagreb)、べオグラード（Beograd)、ノヴイ. 

サド（Novi Sad)、サラェ ヴ ォ （Sarajevo)が文学 

活動の中心地となった。

■言語の発展に多大なる役割を果たした学者 

がいる。18世紀末に誕生した言語学者、文学 

者、歴史家であるヴーク. カラジッチ (Vuk 

Stefanovic Karadzic 1787-1864)が言語改革に果 

たした役割は大きい。彼はそれまで正教会中心 

に使用されていたセルビア語の文法をまとめ上

げ (1814)、さらにそこに「一音一字」の法則を加 

えるなどの大改革を行ったのである。現在でも 

語り継がれるほどのこの言語革命は、正教会や 

支配階級の言語であったセルビア語2)をより大 

衆化させた。

この言語改革において、ユダヤ人が果たした 

役割も特筆すべきことであろう。当時の言語学 

者には何ヶ国語も操るような人物がざらでもな 

く、カラジッチ自身もそうであっ■たし、当然な 

がら多くの言語の特徴を知りうる者が、言語を 

よりよく改革し得た。ポーランド出身の父を持 

ち、セルビアで生まれ教育を受けたユダヤ人 

スタニスラブ.ヴィナヴェル.(Stanislav Vinaver

1891-1955)は、セルビア語をはじめ12力国の言 

語に精通しており、その博識は文学のみにとど 

まらず、セルビア語の発展という観点において 

も言語学者に大きな影響を与えることとなった 

(Predrag Palavestra, 2003, pl60) 0

セルビア語が民衆の言語として確立されたこ 

とで、その後の文学界に広がりがもたらされた。 

それらは南スラヴ民族によるイリリア運動に起 

こったロマン主義、ヨーロッパから影響を受け 

たリアリズムなどの洗礼を受けた文学者であっ 

たが、ユダヤ人文学者も同様の傾向を持ってい 

た。セルビア語の修辞法を身につけ、いくらか 

似通った文化的背景を持ったユダヤ人文学者た 

ちは、マイノリティーでありながらもセルビア 

文学界で確固たる地位を築き上げる者も現れ始 

めるまでに至った。

こうした活躍の背景に、ユダヤ人の平等権獲 

得と発展があり、次章ではその経緯を追ってい 

きたい。

2 . セルビア社会へのユダヤ人の進出

セルビア近代史におけるユダヤ人の地位の向
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上は、オスマン-トルコ帝国からセルビアが独 

立し、近代国家として誕生することから始まる。 

1878年のベルリン会議でセルビア王国の独立が 

承認され、西欧的近代化への道を歩みだすと、 

これまで保たれてきた社会が根底から変わって 

いった。同会議で諸宗派の平等を認めたことで、 

バルガン諸国にユダヤ人問題を解決させる糸口 

となったのだが、セルビアはこれより10年後の 

1888年に制定された憲法にて、非ユダヤ人と同 

様にユダヤ人に平等権を与えた。また、急進的 

と評価されるこの1888年の憲法において、王の 

権限を国家へ移行し始める試みが始められたこ 

とも重要であり、議会体制も複数政党制にのっ 

とった議会主義へ変えられ、また、選挙権をは 

じめとする国民の権利、納税の義務などの国家 

体制が整いはじめた時期でもあった。このよう 

に、セルビアは1880年代に政治経済面で近代化 

を図り、主要民族と同等の権利を持ったユダヤ 

人にいたっても社会的地位獲得の機会が巡って 

きたのであった。なお、第一次世界大戦終了ま 

でがこの時期にあたっている。

実際のところ建国はセルビア民族主義の実現 

であったと言え、当地域のユダヤ人はセルビア 

中心の社会基準に合わせる必要を求められた。

まずは社会進出の基盤となる上で重要な教 

育について述べたい。セルビア王国以前、オ 

スマン.トルコ帝国は非ムスリム住民に対して 

比較的緩やかな支配を揮っていた。各民族が宗 

教上の伝統や習慣、または教育を守ることがで 

きたことに、帝国か各宗教に基づいた自治制度 

を採っていたことが重要であった。ユダヤ教自 

治における教育は、もっぱらシナゴーグで男児 

を中心に行われていた。なお、1492年 3 月スぺ 

イン皇帝フェルディナンドと王妃イザベラによ 

るユダヤ人の追放決定により、多くのセファ

ラデイムがオスマン.トルコ帝国領土へと移り 

住んだ歴史的背景から、セルビアにはセファラ 

デイムが多数を占めており、すなわち教育にお 

いては主にスペイン系ユダヤ人の言語であるラ 

デイノ語が使用されていた。1895年の統計では、 

ユダヤ人の人口はセルビア全土で5102人、べオ 

グラードで3097人。その内ラデイノ語を母語と 

しているもの数であるが、注目すべきことにセ 

ルビアで4056人、べオグラードで2391人を数え 

た（Marko Peric, Srecko Stanic, 1990, p285)。

アシュケナジームも存在していたが、セファ 

ラデイムとアシュケナジームは別々の共同体を 

作って活動していた。彼らは宗教こそ同じだが、 

文化、言語、背景も異なることが多かったため 

良好な関係を築いてこなかった。アシュケナ 

ジームは1879年 9 月24日に共同体を形成し、シ 

ナゴーグも建設するなど独自に発展させている 

(Avram Pinto,1987, p13)。同時に独自に学校を 

設立し、シナゴーダではイデイッシュ語で教育 

を行った。

19世紀初頭には、ほんの少数のユダヤ男児が 

教育を受けるのみであったのが、同世紀中葉に 

もなると教育基金を設立する運動が行われるな 

ど、教育のための活動が盛んになることで、教 

育を受ける児童数も増えていった。1864年には、 

政府の学校にユダヤ人の男子生徒が參加するよ 

うになった。セルビアで初めてのユダヤ人女子 

生徒用にヤリヤ学校(Jalija)も設立された。

ユダヤ人学校では、その必要性からセルビア 

語教育が始められるようになった。当初の評価 

であるが、1873年のユダヤ人学校のセルビア語 

教師による記録においては、全校生徒約100名 

が、かろうじてセルビア語を理解する程度であ 

ることを告白している(Predrag Palavestra, 2003, 

p39)。また、児童教育以外にも、社会進出の際
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のセルビァ語の必要性を自覚していた若い世代 

により、1872年にセルビア語会話のための特別 

学校の設立の要求が出された。この要求は直ち 

に政府に認められ、1873年には「セルビァ•ユ 

ダヤ青年の教育のための社会学校」が開校され 

るに至る。なお、このコースはギリシア人な 

ど他の外国人向けにも私費で開講されており、 

語学学校的要素の強い学校でもあった（Predrag 

Palavestra, 2003, p40) 0

19世紀末、ユダヤ人学校は続いてシャバ 

ツ (Sabac)、ピロット（Pirot)、スメデレヴォ 

(Smederevo)に設立された。同様の語学学校は、 

オーストリア= ハンガリ 一二重帝国下にあっ 

たヴォイヴォディナ地方（Vojvodina) において 

も確認されており、そこではユダヤ人のみな 

らず、 ドイッ人やハンガリー人が第二言語と 

して学習するケースも報告されている （Predmg 

Palavestra, 2003, p40)。セファラデイム、アシユ 

ケナジーム両者によるセルビア語教育の取り組 

みにより、1900年にはセルビァにおける識字率 

は全体で20% (都市部においては40% ) 、ユダ 

ヤ人に関しては男性が80%、女性が55% に上昇 

した（Predrag Palavestra, 2003, p40)。

このようにユダヤ人はセルビア語の学習をす 

ることで、社会的地位の獲得に尽力し、文化的 

な活動の基礎を作っていったのである。論題は 

少しそれるが、ここで彼らの本来使用していた 

母語についても言及しておきたい。ラデイノ語、 

イディッシュ語による活動は、市民権獲得以前 

にも新聞発行などで盛んに行われており、こう 

した文化的•政治的活動は国境を越えたもので 

あった。彼らは独自にバルカン半島の各地に点 

在するユダヤ人コミュニティー間の交流を図 

り、当地の主要民族とは違う文化圏を形成して 

いた。こうした状況はセルビアがオスマン• ト

ルコ帝国の統治を受けていた時代から存続し、 

文化的な発展上重要であることから見逃すこと 

はできない。

教育にっいては徐々に成果をあげてはいたも 

のの、やはり当時のユダヤ人には就職機会など 

に不利な点も多く、社会進出は困難な道のり 

であった。20世紀初頭のセファラデイムの主な 

職業は、商人や熟練工が大多数を占めており、 

政府や軍などへの參加の道は一般的には開け 

ていなかったとされる（Predrag Palavestra, 2003， 

p42)0 一方、オーストリア.ハンガリー二重帝 

国から入植してきたアシュケナジームは、西欧 

レベルの技術を身に付け、行政官、熟練工、医 

療閨係の職種にっく者も存在していたようだ。 

このように両者の職業基盤に違いは存在するも 

のの、第一次世界大戦が終わる頃にはユダヤ人 

の社会進出は成功した。特に、近代国家として 

歩み始めたばかりのセルビアにおいて、ヨー 

ロッパに向けた独自のルートを持った彼らの存 

在は大きかった。

社会進出が成功することにより、セルビア 

のユダヤ人にも同化主義が見られるようにな 

る。何をもって同化とみなすかの問題は、最終 

的にはユダヤ教の破棄である。国内に同化主義 

者も確かに存在したが、第二次世界大戦までユ 

ダヤ人の同化はそんなに多くは見られない現象 

であった。なお、同化主義はセルビアでの地位 

獲得や、混血に起因する。同化主義まで達しな 

い者は、教育や啓蒙活動などを通じて主要民族 

の思想に近づきつつも、家庭やコミュニティー 

では宗教活動によりアイデンティティを維持し 

た。また、セルビア社会がユダヤ人に対して寛 

容であったことが同化とセルビア化を促進した 

理由にあげられる。こうしたセルビア社会への 

ユダヤ人の浸透は、親ユダヤ的なミロシュ.オ
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ブレノ ヴィッチ（Milo§ Obrenoviö 1780-1860)の即

位とともに一層進むこととなった。彼らは地域 

の政治 • 経済 _ 文化活動に積極的に參加した。 

1912年から1913年の第一次バルカン戦争には、 

セルビア軍にユダヤ人ロの10 % が參戦している 

こともその証明であろう（AcaSinger, 1996,p3~4)0

3 . 19世紀セルビアにおけるユダヤ人文学の始まり

19世紀末、ユダヤ人によるセルビア語で表現 

された文学が見られるようになる。ここではア 

ヴラム • 才ゼロヴィッチ（Avram Ozeroviö 1848 

-1916 ),ヨヴアン •マンデイル （Jovan Mandil 

1873-1916)、そ し て ハ イ ム ダ ヴ ィ チ ョ  

(Haim S. Davico 1854-1916) を近代セルビア文 

学界が生んだ最初のユダヤ人作家として取り上 

げたい。また、1894年にはセルビア側、ユダヤ 

側の高学歴者が參加した「セルビア.ユダヤ文 

学協会」が設立されている。彼らの仕事は翻訳 

活動や文化紹介などが主だったものであった 

(Predrag Palavestra, 2003, p42) 0

オゼロヴィッチはウィーンのビジネスアカデ 

^ 一 (Visa komercujalna akademija) を牛桑したベ 

オグラード初のユダヤ人であり、セルビア語、 

ラディノ 5吾、 Kィ ッö吾、 フランス語を自由に操 

り、1896年までセルビア議会の議員を勤めてい 

た。ベオグラードにあるユダヤ•セファラディ 

ム1§仰共同体 (Jevreiska sefardske veroispovedne 

opstine)の副長にも選出された人物である。彼 

はパリのA IUを、1882年にセルビアにおいても 

設立し(Zeni Lebl,2001，p201)、ユダヤ人の権利 

獲得、教育に関して積極的に取り組んだことで 

功績をあげている。

ヨヴァン • マンディルはシャバツに生まれ、 

同市でギムナジアを終了した後、弁護士、ジャ一 

ナリスト、作家として活躍した。その後、セ

ルビア政府の意向で南セルビアの町ビトリィ 

(Bitolj)へ派遣され、当地で彼は『ビトリィ新聞』 

(Bitoljske novine).を創設し、編集者、記者とし 

て働いた。セルビア政府がマンディルに目を付 

けた理由として、彼が演説者として優れていた 

こと、そしてセルビアの大セルビア主義に対す 

るュダヤ人の支持を得るためとされており、ま 

た、マンディル自身もその要求に答え、その活 

動に専念していたのである。彼は公共的な印刷 

物に、ユダヤ人として始めて執筆活動を行った 

著者のうちの一人である。

ハ イ ム • S . ダヴィチヨも同じくシャバツに 

生まれ、セルビア語を習得し、後にべオグラー 

ド大学法学部で教育を終えた後、当時はまだ 

ュダヤ人がほとんどいなかった政府で仕事を得 

る。そこでは語学の才能を認められ、外交、財 

政面で働き、セルビア貿易機関の長としてぺ 

シュト、ローマ、ミュンヘン、ソルン、ジエノ

ヴァで活躍した(Zeni Lebl，2001, pi 65)。なお、 

彼の親戚にあたるダヴィド.ベン .ノヽ イム（David 

ben H a jm )は、ミロシュ王の統治期に、初のユ 

ダヤ人外交官として登用されていた。H • S • 

ダヴィチョは最終的に、 ドイツにおけるセルビ 

ア貿易の代表役を務めた。それと同時に、いく 

つかの雑誌にナレーターとして參加し、演劇部 

門で評論家や通訳を行っていた。このように各 

方面に渡る活躍と、10年以上もの間セルビア国 

立劇場の文学•芸術委員会の役員であったこと 

から、セルビア社会においても彼の知識の広さ 

と地位の高さは容易に想像できる。彼は、その 

豊かなセルビア語の表現能力で、セルビア文学 

界における短編物語の先駆者でもあった。1898 

年に処女短編集『川岸から』(SaJalije) が出版さ 

れ、これによりセルビア文学界やユダヤ人コ 

ミュニテイ一 内で、賛否両論の新しい論題を提

( 6 )
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示するきっかけとなった。当時、ユダヤ人が完 

全なる同化に必ずしも向かわなかった傾向のう 

ち、問題のひとつにセルビア語の習得によって、 

ラディノ語の衰退現象が起こるというジレンマ 

があったとすると、H • S • ダヴィチョは完全 

なるバイリンガルという形でそれを乗り越えた

るという意思と、完璧で豊かなセルビア語での 

表現を彼は体現したのだった。ユダヤ人がセル 

ビア社会に適応する過程で、言語の変更は19世 

紀末に加速し、セルビア語表記のユダヤ人文学 

が登場するようになった。 しかしながら当時、 

ラデイノ語やイデイッシュ語は決して失われた 

わけでなく、この当時は家庭などで保護されて 

いたことも忘れてはならない。彼らはまだ完全 

にセルビア文化に呑まれたわけではなく、その 

自己意識の基本にあるのは、程度の差さえあれ 

「ユダヤ人である」ということだった。

各派閥が存在し、お互いが牽制しあうなか 

にあっても、20世紀初頭にはユダヤ人の半数近 

くがセルビア語を母語として認識するに至り 

(Zeni Lebl，2001, p169)、シオニストの冊子でさ 

えも、キリル文字のセルビア語で表記されるよ 

うにまでなった。

20世紀初頭のユダヤ人のセルビア語で表記さ 

れた文学は、主に政府からの恩恵を受けていた 

特権階級出身の作家、その中でも特にセルビア 

への同化主義傾向の見受けられる者であり、教 

育普及の取り組みが行われたにしろ、下層階級 

からの文学作品が見られなかったことが特徴と 

してあげられる。

4 . セファラデイムによる文化活動と発展基盤

ノ《ルカン半島における、セファラデイム文化 

の繁栄について述べることにしたい。特にオス

マン . トルコ時代、交易の中心都市であったサ 

ラエヴォで築き上げられたコスモポリタンな社 

会が、文学に果たした役割は大いに考慮すべき 

である。先述のように、オスマン.トルコ帝国 

Iま各宗教に基づいた自治制度を採っていたので 

あるが、その他にも比較的自由度の高い帝国の 

経済システムは、人と物の移動を促していた。 

また、ユダヤ人に限って言えば、彼らはオスマ 

ン-トルコ帝国内のみならず他地域のユダヤ人 

コミュニティーとも繋がりつつ、新たな技術、 

情報、物そして文化などを取り入れていったの 

である。このような背景から、セファラデイム 

文化はより豊かに変容していった。

19世紀、サラエヴォではユダヤの文化性とい 

うものに注目した者が少なからず出現し、彼ら 

はラデイノ語をはじめとしたユダヤの独自性の 

保護活動を始めるなど積極的であった。また、 

新しい世俗的なラディノ語を使用したユダヤ文 

学も出現し始めたのだった。こうしたことは、 

ヨーロッパを中心にするユダヤ人の権利拡大運 

動、近代化の影響が、バルカン地域へ及んだ結 

果であることは言うまでもない。

ところで、セファラデイムの文化の中心地で 

あると考えられていたテッサロニキは、特に旧 

ユーゴ各地のユダヤ人コミュニティ一にとっ 

て重要であり、オスマン帝国支配下全土のセ 

ファラディムにとって重要な影響力を持ってい 

た。文化シオニズムの先駆者の一人として有名 

な、サラエヴォの出身のユダ•アルカライ（Juda 

Alcalay 1798-1878) が当地で誕生したことは決 

して偶然ではなく、テッサロニキやコンスタン 

テイノー プルとつながったバルカン地域のユダ 

ヤ人共同体が、いかにユダヤ文化の開花を成し 

遂げたか、そしてサラエヴォの果たした役割が 

いかに大きがったかの一例である。

と言えるだろう。自らの言葉はラディノ語であ
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さてそのアル力ライであるが'、べオグラード、 

ゼムンにも親族があり、それら各都市への親密 

な閨係も維持していた。彼はゼムンでセファラ 

デイム系の学童向けの教師、後にラビとして活 

躍し、その他にも彼の文学者としての活動は注 

目に値する。これまでにもラビによる文学とい 

うものが存在していたが、アルカライはべオグ 

ラードとサラエヴォのラビ文学を高めた人物で 

あった。彼はへブライ語で約12冊の書物を、バ 

ルカン地域のみならず、ロンドンでも出版した 

(Predrag Palavestra, 2003, p66)。彼のシオニズム 

を奨励する著作は、このうち処女作「穏やかな 

生活（Daehe noam)」であり、1839年にべ才グラー 

ドで出版されている。実際のところ、本書は辞 

書を兼ねたへブライ語の文法書であった。しか 

しながらこの一冊のみが、彼の著作のうち唯一 

ラデイノ語で書かれているものである。へブラ 

イ語の文法書という観点から、習得の言語であ 

るラデイノで表記されるのは便宜上の理由であ 

るかもしれない。しかし、こうした特徴を持つ 

書物にシオニズム的観点を取り入れたという点 

は注目するべきではなかろうか。彼の活動は、 

いつの曰かパレスチナにユダヤ人国家が建国さ 

れた時、その結束性が国語に求められるべきで 

あるという思想を持っていたことに起因する 

(Predrag Palavestra, 2003, p67) 0

セルビアのユダヤ人は、ミロシュ•オプレ 

ノヴイツチの即位によって権利を享受するに 

至った。第二次セルビア蜂起でのユダヤ人の貢 

献を評価したミロシュ王は、ユダヤ人を優遇す 

る政策を採用した。具体的にはユダヤ人のラビ 

から税を免除し、70歳以上のユダヤ人からは税 

金を無徴収にする法律などを制定し、さらにユ 

ダヤ人とセルビア人商人の間の関係を進展させ 

ようと試みた。そして王自ら頻繁にユダヤ人地

区を訪問し、両者の閨係は良好なものであった 

(Harijet Pas Frajdenrajh, 1990, p367)。 ミロシュ 

王の時代、主にベオグラードなど王国都市部で 

のュダヤ人の活動が、彼らの社会的地位上昇と 

ともに一層活発化した。こうした保護政策の 

下、ュダヤ人の出版物についての問題解決もな 

された。セルビア公国内に関して言えば公国出 

版部が出版を担っており、すべての各共同体、 

活動団体に適応されていた（Predrag Palavestra, 

2003, p67)。以前からウィーンにはセルビア出 

身のユダヤ人であるダヴィチョー族（既出）が 

住んでおり、彼らがベオダラードに公国認可の 

出版局を創立したという背景がある。こうして 

セルビアのみならず、バルカン地域のユダヤ関 

連書物の出版が許可されたのだった。ダヴィ 

チョー族による出版に対する一連の努力は、ミ 

ロシュ王とつながりを持つことで実を結び、次 

第に祈祷書、教科書、法律書、神学に閨する学 

術論文、聖書の解釈に関する本が出版されるま 

でに至った。ここで多くのユダヤ人が著書を 

発表し、19世紀末には宗教本、宗教観を反映し 

た詩などが翻訳された（Predrag Palavestra, 2003, 

p68)。特に、セルビア側にもユダヤ人の習慣を 

受け入れる出版活動がされていることは興味深 

く、1853年から1859年までウィーンで印刷され 

た、セルビアのカレンダー『ヴォイヴォジヤニ 

ン』（Vojvodanin) にユダヤ暦が加えられている 

(PredragPalavestra, 2003,p65)。なお、サラエヴォ 

のユダヤ人はそれ以前、コンスタンティノーブ 

ル、サロニッツァ、ヴエニス、後にはウィーン 

で出版していた。

ここで話をラディノ文学に戻すとするが、 

ヨーロッパから渡来したシオニズムや民族主義 

などの思想の影響を受け、ラディノ文学にもそ 

れまでのュダヤの宗教的慣習等に基づいた作品
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ではない、近代思想を反映するようになる。イ 

スラム教、正教、カトリックそしてユダヤ教の 

各文化がミックスされた地域であったサラエ 

ヴォにおいては、その土壌の影響がさらに異な 

る思想をもたらすこととなった。セファラディ 

ムの言語、文学が周辺民族の言語から影響を受 

けることで開花していったという事実を忘れて 

はならない。

5 . シオニズム.反ユダヤ主義

第一次世界大戦後に設立された、セルビア人- 

クロアチア人•スロヴェニア人王国（1929年ユー 

ゴスラヴィア王国に改名）においても、ユダヤ 

人の権利は他の市民と同様に認められていた。 

このころになると、ユダヤ人の政治への参加が 

見られるようになる。急進派のユダヤ人からは 

「ユーゴスラヴイアのユダヤ人は、ユーゴスラ 

ヴィアの子供である」、「宗教のモザイク、ユー 

ゴスラヴィア」など思想的にも積極的に共産主 

義の思想を受け入れるように宣伝した。また、 

ユーゴスラヴィア王国のユダヤ人に対する態度 

は、他の国々に比べまだ緩やかなものであった 

ことから、多くのユダヤ人難民がやってくるこ 

ととなった。ユーゴスラビア.ユダヤ人共同体 

のデ一タによれば、1933年から1941年までのあ 

レ、だに55000人のユダヤ人が移民している(Aca 

Singer, 1996, p6)。

ところで19世紀末からの、ユダヤ人の民族主 

萎による政治的シオニズム連動は、この地域に 

も支持者を着々と増やした。シオニストにとっ 

て、社会的進出も重要であるものの、周辺民族 

の習慣を受け入れセルビアに同化し、ユダヤ 

教を破棄することは避けられるべき事態であっ 

た。そして、情勢悪化も加わって、シオニスト 

たちは1920年代にイスラエルへの移民を開始し

ている。急進的なシオニストたちはもちろん、 

シオニズムとマルクス主義が合体した思想の持 

ち主も積極的に加わっていった。すなわち、ユ 

ダヤ人プロレタリアートの解放のために、パレ 

スチナでユダヤ人国家を設立するという解決策 

に身を投じた者たちであった。

しかしながら同時に、マルクス主義も国内で 

勢力を拡大し始めたことが、ユダヤ人社会にも 

変化をもたらす。多数のユダヤ人にとって、離 

散後に迪り着いた土地がホ一ムランドであるこ 

とは事実であり、シオニストの中にも現状を理 

論的に解決する試みがなされるようになった。 

やはり一般ユダヤ人がまだ貧しかったというこ 

とも、よりよい社会を作り上げると言う理想を 

唱えたマルクス主義の拡大を助長した。さらに、 

シオニストの一部には、プロレタリア国際主義 

を離散後の土地で実行する勢力も生まれた。左 

翼運動に參加したユダヤ人の知識人は、その理 

念の進展に少なからぬ役割を果たすこととなっ 

たが、特に、ユーゴスラヴィアと言う土壌では、 

後にこの活動が大きく評価されることとなる。

また、ユダヤ教の持つメシア観と、社会主義 

的 •共産主義的ユートピアへの使命感が似通っ 

ていたことも左翼運動の拡大に大いに関係して 

いたこともあげられる（プレブク . アニコー、

pl47-148、 2004)0

以上のように、ユダヤ人とは一言でいえども、 

アシュケナジーム、セファラデイムなど文化的 

差異を持つ者、正統派、改宗派など宗教観を異 

にする者、同化主義者、シオニスト、マルクス 

主義者など思想が異なる者など多様化した状態 

にあった。各派にはさらなる派閥が存在してお 

り、事態はよりいっそう複雑化している。また、 

19世紀末から20世紀初頭までは各活動が盛んに 

なっていった時代であった。

( 9 )
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また、近代化と共にユーゴスラヴイアに入っ 

てきた、反ユダヤ主義も見逃すことのできない 

現象で、ファシズムの台頭が見られるようにな 

る。急進的な政党が形成され、彼らのプロパガ 

ンダによって反ユダヤ主義は社会に広げられ 

ていった。1940年10月 5 日に新聞で初の法的規 

制、ユダヤ商店での食料を販売禁止、就学規制 

が宣言され、ユダヤ人の活動を政治的にも文化 

的にも苦しめた。シオニストは反ユダヤ主義か 

らの自己防衛策として移住処置を採り、当時イ 

ギリスの任意統治領であったパレスチナへ移住 

し始め、少なからぬ国内のユダヤ人はキリスト 

教への改宗をみせていった。同化主義の傾向に 

あった国内のユダヤ人、マルクス主義の思想に 

加担したユダヤ人たちは、ファシズムの台頭で 

翻弄されっっも、第一次世界大戦時、第二次世 

界大戦時にセルビア軍に志願した。また、パル 

チザン活動が、彼らにとって生き延びる手段で 

もあった。そして、この戦時におけるユダヤ人 

の功績は、第二次世界大戦後の社会主義時代に 

犠牲者が英雄にとって変えられたことで、一般 

に認められるようになった。

20世紀初頭の経験、すなわち反ユダヤ主義に 

より、彼らは逆説的にアイデンテイテイを見出 

.し、常に他者から与えられた差異に影響されて 

いた。ホロコーストの直接の犠牲者とその家族 

は、その事実を受け入れること自体が長年不 

可能であったし、自らと向き合うことに混乱が 

伴った。実際、近年連続して出版されているホ 

ロコーストの記録などを通じて彼らの声に耳を 

傾けてみると、やはり人生の一'時期に起こった 

ホロコーストに対する記憶が決定的に強調され 

ており、そして、彼らのアイデンテイテイはホ 

ロコ一ストを契機とした非ユダヤ人との差異を 

強調していることに気づかされる。

第 2 章旧ユーゴスラヴィアのユダヤ人文学者

1 . 共産主義とユダヤ人文学者

1945年11月のユーゴスラヴィア連邦人民共和 

国の建国後、翌年に制定された連邦人民共和国 

憲法では、各共和国による連邦制が導入され、 

旧ユーゴ内の六共和国の平等、民族や宗教を越 

えた全市民の平等、少数民族の平等がうたわれ 

ていた。当初はソ連による指導を受けていたが、 

1948年にコミンフォルムから追放され、周辺の 

社会主義国家から孤立すると、国家体制の中心 

にチト一主義をすえ、独自の道を歩まざるを得 

なくなった。このことを背景に、旧ユーゴの芸 

術はソ連のモダニズムから多少遠ざかることと 

なり、一様でない文学作品が登場する。

共産主義の影響が国内に克明にあらわれ始め 

た19世紀後半から20世紀初頭にかけて、ユダヤ 

人の中にも同じく共産主義者が現れ、旧ユーゴ 

のそれと活動を活発化させていった。ここでは、 

共産主義者としても知識人としても名高いモー 

シャ . ピヤーデ（Mo§aPijade 1890-1957) を取り 

上げたい。ピヤーデはベオグラードのドルチョ 

ル区で子供時代を過ごし、教育を終えた後、絵 

画などの芸術、ジャーナリズムにおいて才能を 

開花させた。第一次世界大戦が終わると、彼は 

共産主義の思想に魅せられ、1920年の1 月 1 日 

から生涯をかけて労働運動の活動家となり、そ 

の同年にはユーゴスラヴィア共産党のメンバー 

に加わることとなった。しかしながら共産党の 

活動は当初非合法であったため、1925年、彼は 

ユーゴスラヴィア共産党の中央機関紙『コミュ 

ニス .ト』（Komunist)の出版において有罪判決を 

下されると、国内の数都市での労役に処され 

た。なお、労役の期間中、彼はマルクスの『資 

本論』などを翻訳している。そして、第二次世 

界大戦が始まり、1941年12月からピヤーデはモ
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ンテネグロの反乱軍に參加、チトーのパルチザ 

ンのメンバーに加わる。こうして地位を得た彼 

は、後にユーゴスラヴィア人民解放反ファシス 

ト会 S義 (.Antifasisticko vece narodnog oslobodenja 

Jugoslavije)にも参加し、チト一政権の中核を担 

う人物となった。共産党によるパルチザンは第 

二次世界大戦において国土解放を成功させ、戦 

後社会の中心を担う勢力となった。パルチザン 

の活動家は、民族の出自を問わず戦後、英雄に 

とって変えられたのであるが、モーシャも同様 

の扱いを受け、さらに政府の職を得ることと 

なった。彼は1954年 1 月28日から生涯を終える 

まで、ユーゴスラヴィア連邦人民共和国の議長 

を務めている。そして、ユダヤ人の境遇を改善 

するように、彼らのイスラエルの移住をはじめ 

とした政治的働きかけを行った。モーシャは戦 

前、芸術家、評論家として活動し、その後共産 

主義者に転向した知識人であった。

次にエリ.フィンツ ィ (Eli Find 1911—1980) 

を取り上げたい。彼はサラエヴォ出身のユダヤ 

人であり、キャリアは同地の地方紙から始めて 

いる。そこで彼は、ボスニア•ヘルツエゴヴィ 

ナ文学界におけるユダヤ人の活動ついていち 

早く注目し、論題に取り上げていった。そして 

第二次世界大戦後は、演劇評論家としてべオグ 

ラ一ドで活蹯し、『ボルバ』（Borba)紙、『ポリティ 

力』（Politika)紙で共産主義文化のイデオロギー 

について執筆することで活躍した。特に、セル 

ビアの演劇部門での活躍が目立ち、多くの脚本 

に影響を与えるほどの力の持ち主であった。そ 

のほかにも、ユーゴスラヴィア文学界の重要な 

雑誌である『文学』（Knji2evnost)で長年編集者を 

務め、文学の評論でも注目を集めていた。

フィンツィはマルクス. レーニン主義者とし 

て地位を得たのであるが、その後自由主義者に

転向.したため、戦後のソ連指導下の国家体制に 

おいては活躍できずにいた。しかしながらユー 

ゴスラヴィアがソ連支配から脱することになる 

ことで、それまでの自由主義者としての活動が 

認められるようになった。以前は評価を得られ 

ずにいた、独断的な思想でのマルクス主義への 

評論で注目を浴びた。それはマルクス主義の基 

本を論証し、ソ連の指導下で国家作りを推進す 

ることは、ユーゴスラヴィアの持ち前の資本を 

無視した不適格な政策の導入であり、国家体制 

が必然的に単純化、一方的な属性関係となって 

しまうという主張であった。彼は体制転換によ 

り、よりいっそう評論家としての地位を確立す 

ることになった。

そしてエリフ• コシュ（ErihKo§ 1913)を取り 

上げたい。彼はユーゴスラヴィアの社会問題を 

テーマにし、風刺を効かせた散文で、独自の地 

位をセルビア文学界に築いた文学者である。彼 

は第一次バルカン戦争と第二次バルカン戦争の 

時代、サラエヴォに生まれ、初等教育を終えギ 

ムナジアを卒業し、その後1935年にべオグラー 

ド大学の法学部を卒業した。ファシズムの波 

が押し寄せる時代、彼は1941年から、ボスニア 

とモンテネグロで解放戦線に參加し、パルチザ 

ンの指揮にあたった。第二次世界大戦における 

ボスニア•ヘルツエゴヴィナのユダヤ人の状況 

は、1941年 4 月16日クロアチア独立国内のナチ 

ス • ドイツ傀偏組織であるウスタシャ（Usta§a) 

がサラエヴォなどの地域を占領したことで危機 

に陥った。ナチス占領下で起きたユダヤ人殲滅 

作戦がこの地において、現地住民同士により実 

行されたことは、なおさら悲劇であった。この 

地は以前からコスモポリタンを誇っていたので 

あるが、隣同士の民族による殺し合いの傷跡は、 

後の連邦崩壊まで痕を残すこととなった。
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一方でその地域性は、ボスニア.ヘルツエゴ 

ヴィナの共産主義者によるパルチザン活動が多 

くの支持者を_ め大きな勢力となるような求心 

性も備えており、諸民族を抱え込むことで勢力 

を拡大したのであった。自ら志願して、または 

虐殺から逃れる手段として、パルチザンに參加 

したユダヤ人は多く存在する。第二次世界大戦 

を通じて、パルチザンに参加したボスニア•へ 

ルツエゴヴィナのユダヤ人の数は1406人にの 

ぼった（Ja§a Romano, 1980, p303)。サラエヴォ 

からは約400人といわれている。実際にはカル 

ミィ •バルフ （Kalmij Barnh 1896—1945)(後述) 

のように多くが虐殺の犠牲となってしまったの 

であるが、.エリフ . コシユのようにパルチザン 

に参加したユダヤ人もいたのであった。また、 

サラエヴォ出身の文学者にイサク•サモコヴ 

リャ (Isak Samokovlja 1889-1955)(後述)が同じ 

く参戦している。

解放戦線での活躍の後、彼はユーゴスラヴィ 

ア連邦人民共和国の文部委員会の議長に任命さ 

れ、その後連邦政府の文部• 教育大臣、時折外 

交官を務めた。キャリアを終えるころには、国 

立博物館の官庁補佐に任命され、1964年から 

1969年の間ユーゴスラヴィア連邦の人民平和• 

独立 •平等部門の長官補佐役に就いた。その後、 

彼はプロの作家となりべオグラードで執筆活動 

を行うこととなった。

コシュの文章は、淡白で単調で感情が無く、 

また一定の表現方法をとらず、修辞法や文章技 

術に重点を置かない。また、ノ、。トスなどとも距 

離を置いた作品を書くというスタイルを取り続 

けた。初期の風刺空想文学は辛辣すぎるなどの 

批判もあったが、彼の作り出すファンタジーの 

世界へ多ぐの読者を導いていった。そして第二 

次世界大戦後、堕落した人間閨係、精神病を主

題にし、嘲笑と鋭いアイロニーを巧みに操り、 

作品を書き上げていく。彼が綴る寓話は人間性 

が無く、エゴで埋めつくされ、そして人間関係 

における信頼性というものが存在しない絶望の 

世界を舞台にしているのだった。彼の風刺作品 

は嫌悪感を与えるほどであったが、それがより 

一層読者のモラルを高める役割を果たしていっ 

た。こうして、戦後セルビア文学界の地位を得 

たのであった。コシュにはユダヤ人を扱った作 

品がわずかながら存在するが、ユダヤ人問題に 

関して深く思考が向けられたものではない。

2 . 反共産主義体制とユダヤ人文学者

この章の最後として扱う、アレクサンダル- 

テイ シユマ（Aleksandar Tisma 1924—2003) もセル

ビアのユダヤ文学を語る上では欠かせない存 

在である。彼は1924年ホルゴシュ（Horgo§)に両 

親ともにユダヤ商人の家庭に生まれた。ティ 

シュマはノヴィ• サドで初等教育、ギムナジア 

を終えた。近辺住民の言語を話し、さらに母の 

教育方針によって幼少のころからドイツ語、英 

語、フランス語を習得した。その後1942年、ぺ 

シュトにある経済大学に入学したが、作家にな 

ることを志望していた彼はフランス語と文学を 

学ぶ。さらにザグレブで医学を、ベオグラード 

で芸術史をも専攻しており、最終的にはべオグ 

ラード大学哲学部ドイツ語学科を卒業した。

第二次世界大戦時初期はノヴィ•サドとブダ 

ペストを行き来する。ノヴィ . サドでは1942年 

に100人近くセルビア人とユダヤ人が虐殺され 

る「冷たい日」事件が起きたのであるが、そこで 

彼はハンガリ一人の理容師のアパートに身を寄 

せ、焼き討ちにより家を失ったものの、隣人の 

協力で命を落とさずに済んだのだった。しかし 

ながら、1944年ハンガリーがナチス• ドイツに
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占領されると、テイシユマらペシユトからの学 

生はトランシルヴァニアで排水溝を掘るという 

労役を課されるが、後に赤軍により解放される 

_こととなった。

戦後、ノヴイ • サドへ戻り、『ノヴイ•サド 

解放紙』でジャーナリストの職に就き、1947年 

にはべオダラードの共産党の『ボルバ紙』に移っ 

たのであるが、彼自身は共産主義思想に決して 

忠実でなく、自らを合理主義者として位置づけ 

ており、党系の新聞社で働くことは苦痛以^^の 

何物でもなかった。

ジャーナリストとして働く中、テイシユマは 

小説家として認められるようになる。当初は、 

愛などをテーマとしていた。文章の特徴として 

は、どこまでも知的に物語の筋を組み立て、文 

章にはひとつの矛盾や不均衡さもなく、文体の 

音にも欠点がないことがあげられる。また、言 

語学的にも文法的にも誤りを見つけることがで 

きないとされるほど、細部にまで注意が行き届 

いたものだ。この綿密さは登場人物の人間閨係、 

役割分担、物語の筋、物の配置やその影、色、ムー 

ドにまでどこまでもみることができ、詳細の描 

写にまで意味が含まれている。なお、彼自身も 

それを目標としており、言語、思想、正確さを 

求めている。

彼には戦争をテーマに'した作品が多い。第二 

次世界大戦での経験は、彼 に 「アドルフ• ヒト 

ラーより私のそばにいる人物はいない。（中略） 

我々に生と死、生残の条件を示したのは彼だか 

らである。だから、『世界でどの思想家が私に 

一番影響を与えたか』と聞かれた時、『ヒトラー 

である』 と言いたい」 （Else Marie Leander Fog, 

2001，p 4 2 )と言わせしめ、戦争の記憶は以後対 

面し続けた問題であり続けた。第二次世界大戦 

では、バルカン地域で隣人同士が殺しあうとい

う、異常事態が起きたのである。’

戦争とユダヤ人に関する作品として、『ブラ 

ムに関する本』(Knjigao Blamu) (1972)がある。 

これは昔と現在のユダヤ人の生活における矛盾 

をモチーフにし、あるユダヤ人男性が迫害から 

生き残ることにうまく対処し、しかしながらそ 

の結果、彼の記憶の中では一生囚人であり続け 

てしまうという物語である。そのほかの作品も、 

登場人物自らを根源とした苦痛を描き出してい 

る。特に他の旧ユーゴ出身の作家に比べ、激し 

いドラマ性、ノ、。トス、歴史に対する怒りなどが 

彼の作風には見られない代わりに、熟考された 

構成において、孤独による苦痛など各個人の神 

秘性を素睛らしく表現したのだった。物語性に 

おいても、独自の思考を発揮している。そのほ 

かの著書の中にも、ユダヤ教の信仰を捨てたよ 

うに振舞うユダヤ人など、ユダヤ人の様々な状 

況とその下での葛藤もテーマとなっている。

こうした作品が生まれたのは、ティシュマが 

60年代に出版社の事業の一環でアウシュヴィッ 

ツを訪れ、戦争について再考したことに起因す 

る。彼の中で第二次世界大戦という事実を明確 

に認識し、事実を合理的に小説化する過程には、 

それほどに時間がかかった。パスポートの問題 

からハンガリーを訪れることが出来ずにいたの 

だが、この旅で戦後初めて当地に足を踏み入た 

ことも大きな要因の一つであろう。テイシユマ 

はこの時間がまるで自らに対する裁判のようで 

あるという感想を抱き、こうしたことをテーマ 

として文章を書くことを決意したのであった。 

彼は分離させられたいくつかのアイデンティ 

ティと共存している。ユダヤ人として経験した 

戦争での疑問を自己に問いかけることをやめ 

ず、「自分は本当に他人と違うのか」「自分は一 

体何者なのか」といった哲学的問いかけは、様々
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な人格となって各物語に登場していく。彼らは 

ティシュマのこうした思想過程における幻影な 

のではないだろうカゝ。

また、ティシュマは第二次世界大戦が終結し 

ても、人々の中で戦争は続き、病的な社会で暮 

らしていると捉えた。さらに戦後のユーゴスラ 

ヴィアは独裁国家であり、共産主義の恐怖政治 

の下で、人々が回復する可能性がなかったとも 

述べている。

ティシュマは晩年、再び戦争と直面すること 

となる。旧ユーゴ解体、コソヴォ紛争である。

彼はミロシエヴィッチ政権が崩壊するまで反 

体制の立場を貫いた。そして独裁時代に生きた 

人々を憂い悲しみの眼差しでみつめ、怒りをこ 

めて発言している。ユーゴ紛争ゃコソヴォ紛争 

で、民族主義を振りかざした指導者のために、 

セルビア国民が被ってきた戦争責任と、敗北と 

いう「押し付けられた過去10年」から自由になる 

ことを彼は願っていた。これはセルビアが民主 

革命を達成した後に一般化された意見である 

が、その形成に一役買っていた知識人の一人が 

ティシュマであった。 しかしながら旧ユーゴが 

解体し、コソヴォ紛争までに至った経緯に対す 

る理由を、ミロシエヴィッチのみに押し付ける 

だけでは、民主主義を手に入れ未来を切り開い 

ていったとしても、過去の自らの意識に反省が 

ないことが気になろう。あるひとつの単純な自 

己弁護法に、一気に人々が群がるというのは、 

セルビアだけでなく、民族単位で敵対関係にあ 

る場合多く見られることである。ティシュマ自 

身はより深層まで理解していたのかもしれない 

が、彼のような知識人• 文化人でさえも、この 

ような過去との決着について、メディアを通じ 

て理想を述べるにとどまり、国民に深く思考さ 

せる機会を持たせるには至らない。このような

ことは未だに火種を残しているコソヴォ問題を 

考える際、憂營にならざるを得ない。

しかしながらティシュマは文イ匕人として、一連 

の紛争や経済制裁でセルビアの文化レベルが著 

しく低下したことに警鐘を鳴らすことを忘れて 

はいない。経済の崩壊でいかに国民の生活に余 

裕がなく、文化生活を取り戻しておらず、また 

社会基盤が据えられていない状態では本当の意 

味での民主化はまだまだ遠い、と言うのである。

ティシュマのメディアでの活動は、文学者の 

枠を超えて有名である。ところで彼の人生は、 

全体主義を否定し、非共産主義者であったもの 

の、戦後共産主義体制の下で運命を共にしてき 

た。一方で戦後ホロコ一ストの犠牲者であると 

いう恩恵を受けていたことも忘れてはならな 

い。なお、彼のような存在は、ユダヤ教の伝統 

的な生活から脱し、無神論者として扱われる趣 

がある。

3 . ユダヤ人文学の新勢力一ダニーロ • キシュ_

反ユダヤ主義は完全には解決されていなかっ 

たものの、第二次世界大戦後のユダヤ人の境遇 

は概ね良好であった。コミンフォルムを追放さ 

れて以来、旧ユーゴは親アラブ諸国の最前線を 

進んでいたため、中東戦争をきっかけに起こっ 

たデモや学生運動の対象になることがあり、こ 

の時期にユダヤ関係の建築物に落書き、破壊行 

為がなされ、多少反ユダヤ主義が再燃されたが、 

国家としてユダヤ人を法的に規制したというこ 

とはなく、ユダヤ人は、文化、教育などの活動 

すべてを維持することが出来た。政府はチト一 

主義を全面に押し出して多民族国家をうたいあ 

げ、潜在的には民族問題は存在していたものの 

その表面化はまれであった。こうした許容の時 

代において、新たなユダヤ人作家が誕生する。

( 14 )
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セルビア文学界の戦後世代の、最高の評価を 

得ている作家として、ダニー ロ . キシュ（Danilo 

K i§1935-1989)があげられる。彼は、スボテイッ 

ツ ァ （Subotica) にてモンテネグロ人の母とユ 

ダヤ人の父の間に生まれた。1937年にはスボ 

ティッツァからノヴィ• サドに移り住み、1939 

年にハンガリーで反ユダヤ主義の法律が制定さ 

れると、彼は4 歳の時に両親の判断で正教徒の 

洗礼を施された。彼は第二次世界大戦開始時、 

ノヴィ • サドで学生の身分であったが、1942年 

に同地で虐殺が起きるなど(先述)状況が悪化し 

たことをきっかけに、田舎で住み込みの労働を 

始めた。この時代、キシュは学校で宗教を学び、 

ハンガリー語で処女作を書いている。こうして 

いるうちにも戦況は悪化し、1944年には父を始 

めとして親類がアゥシュヴィッツの収容所へ連 

れ去られ、帰らぬ人となった。1947年、赤十字 

により、歴史家であった母方のおじの住むツエ 

ティニエ（Cetinje)へ送還され、ギムナジアに入 

学し、1954年に卒業することになった。非常に 

優秀であったキシュは、執筆活動を続け、独自 

にハンガリ一語、ロシア語、フランス語の詩を 

翻訳して文体や言語を学んでいる。こうして作 

家となる努力を続け、ベオグラード大学に入学 

し、比較文学を首席で卒業した。

キシュは早熟であったようで、幼少時代の戦 

争の記憶、そして自身の性質から、内向的に熟 

考するようになり精神的な不安を抱えて育っ 

た。すなわち第二次世界大戦での悲劇的経験、 

複雑なアイデンティティ形成、過敏性、内向性、 

内省、パトスに欠けた主なヴィジョンは、キシュ 

自身のルーツであって常に作品に横たわること 

となった。さらに彼は、夢や幻覚などといった 

ものと思想を絡めることで、作中では独自の世 

界を作り出すことに成功している。

キシュはまた、自身の断固とした個人主義に 

より、一般性というものには一切従うことがな 

い。それまでの主な文学手法であった古典的リ 

アリズムから抜け出し、彼の思想、文学に関す 

る博学さ、徹底的に計算されて組み立てられた 

文章は同時代の作家を寄せ付けない完成度にあ 

る。そんな彼の初期作品は、悲しみ、悩み、理 

性を奪われた個人的な不幸による憂鬱さにあふ 

れており、後に迫害、暴力、不正、絶滅のはび 

こる「不名誉の歴史」として現代史を捉えること 

で、辛辣な文章をつむいでいった。この時代の 

作品には、キシュの人間に対する興味が見て取 

れ、様々な人間の心理を見事に描き出している。

彼の文学は、フィクション小説の水準に歴史 

基盤を格上げしたものが多い。旧ユーゴのユダ 

ヤ人のホロコーストをテーマに取り上げ、キ 

シュ自身の苦しみの経験を背景にしたもので 

ある。『若き日の哀しみ』（Ranijadi 1970)ではキ 

シュの父をモデルにし、第二次世界大戦時に 

一家ごとアウシュヴィッツに送られることに 

なったヴォイヴォディナ地方のユダヤ人を紹介 

している。『ボリス • ダヴィドヴィッチの墓』 

(GrobnicazaBorisaDavidovica 1976)では、ナチ 

ズム政権とスターリン政権の両者において、キ 

シュがいかに思想的にも物理的にも支配され、 

傷つけられ、自由を奪われたかという経験を表 

しているかのようである。しかしながらキシュ 

の作品は歴史小説にあらず、文学が歴史を所有 

する、文学が役割を決定するという文学主体の 

スタンスにある。物語に歴史をうまく導入、描 

写しているのだ。

キシュは中年を迎えるとフランスに移り住 

み、作家活動を続けた。ストラスブール、ボル 

ドー、そしてリールでセルボ•クロアート語と 

文学の講師と翻訳活動をしながら執筆活動を続
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け、最終的にはパリに定住した。そこで彼は、 

バルカンという場所が、偏狭文明に属している 

という意味を本当に知り、後に打ち明けた。パ 

リで彼のユダヤ人であることに感じていた苦さ 

というものは和らいだかもしれないが、同時に 

出自を自覚することになった。

キシュがフランスに移り住んだ理由として、 

バルカン的なるもの、ローカル文化に自らが支 

配されている現実から脱し、ヨーロッパ的な文 

化的 •精神的生活で自らを問い直してみたかっ 

たからではないか、その上で自らの作品をより 

充実させたかったのではないか、という視点が 

あげられる。事実、彼はパリでの生活において、 

文化、習慣、言語などの差異との葛藤を経て、 

ヨーロッパ文明の中に自分を置き、そこで手に 

入れたものを物語に取り込んでいった。

キシュはそれまでの旧ユーゴ出身の文学者と 

は思想のあり方が違った。文学者として呼ばれ 

る際、全体主義に抵抗し、マイノリティ一に組 

み敷かれることも避けたのだった。何かの分類 

を受けることは文学に対する閉鎖的な態度であ 

るとし、「ユダヤ人文学者」とカテゴリー化され 

ることも拒否した。キシュの出生がユダヤ人で 

あるが故に経験したことは彼の文学のテーマで 

取り上けられており、さらに自らに対する評価 

の一部がそれに依存しているものの、自らの文 

学作品をいかなるセクシヨナリズムの範疇に置 

くことを承諾しなかった。.また、こうしたこと 

は実際その跳びぬけた物語性から、彼の文学に 

「ユダヤ人文学」というセクシヨンを設けること 

自体がもはやその作品を正確に評価する指標た 

りえなかった。

一方でこのことはキシュがユダヤ人として出 

生し、旧ユーゴに生きた事実を否定するもので 

はない。セルビアでもクロアチアでもない、ユ

ダヤでもない「ユーゴスラヴィア」という枠組み 

であれば、「ユーゴ文学」として自身の作品を捉 

えられることは承認している。言語に対する認 

識としては、セルビア語以外に自身を表現する 

言語はないと断言し、晩年すごしたパリでも同 

言語による執筆活動にこだわり続けた。共産主 

義体制の支配を受けずに、独自性による地位を 

築きあげたキシュは文学界において新星であっ 

た。彼以降、キシュの歩んだ道を迪るように、 

新時代の思想を持った文学者が登場する。

ところで、ダニーロ • キシュ、アレクサンダ 

ル•ティシュマ、エリフ•コシュなどを始めとし、 

多くのユダヤ人作家が20世紀のユーゴスラヴィ 

ア文学の巨匠として国内外から名声を得た。セ 

ルボ•クロアート語でのユダヤ文学が認められ、 

文壇で多くの論争に参加し、また文学界を指導 

していく立場にもあったのだ。彼らの功績は『文 

学』など文学雑誌で定期的に取り上げられるな 

ど、同国の文学界に大きな影響を与えていく。

第二次世界大戦時に少年時代をすごしたユダ 

ヤ人世代は、戦後共産主義体制下でその才能を 

開花させた。体制による恩恵によるものであれ、 

それに対する反発であれ、それぞれに立場を異 

にしつつも、その自由な文化基盤において、各 

文学者は独自性のあるュダヤ人文学を生み出す 

こととなった。チト一主義が顕在したころの社 

会主義時代の代表的な文学者はその権利を享受 

し、ユダヤ性に回帰することも出来、新たな思 

想を受け入れ、旧ューゴの文学界を先導してい 

くまでに登りつめた。戦後共産主義時代は文化 

的に黄金時代を迎えたのであった。

4 . イヴォ•アンドリッチとユダヤ人文学者

旧ユーゴの作家の作品にユダヤ人が登場する 

こともあり、著名なところで言えば1961年 『ド
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リナの橋』（NaDrini Cuprija) でノ一べル賞を受 

賞した作家、イヴォ • アンドリッチ（Ivo Andri6

1892-1975)のものがそうである。彼はボスニア 

のトラヴニック（Travnik) で生まれ、ザグレブ、 

ウイーン、クラクフなどの大学で文学と歴史を 

学び、第一次世界大戦後、グラーツ大学で博士 

号を取得している。政治的活動としては、反体 

制運動「青年ボスニア」に参加し、サラエヴォ 

事件の責任を問われて第一次世界大戦期を獄中 

で過ごした。その後、ダ!*交官として働いていた 

が、第二次世界大戦期にベオグラードへ戻るこ 

とを余儀なくされ、当地で執筆活動を行うこと 

となった。彼は、ムスリム、カトリック、正教、 

ユダヤ教で構成された、多民族が共生するボス 

ニアをこよなく愛し、リアリズムの手法でいく 

つもの作品を書き上げた。また、自らの幼少期 

からのその経験を元にした、ノスタルジックな 

短編も残している。

了ンドリッチは晚年、ユーゴスラヴイア•ユ 

ダヤ人コミュニテイ一の発行する『ユダヤ年鑑』 

(Jevrejski A lmanan)に連続して寄稿し、彼の作 

品も部分的に紹介するなど、多民族共生の思い 

を発表している。

アンドリッチはその他の作家よりもよりよく 

ユダヤ人を描き出し、そして彼らのメンタリ 

テイ一に至るまで鋭く言及していると評価され 

る。まず始めの例として、ボスニア•ヘルツエゴ 

ヴイナ出身のユダヤ人文学者イサク•サモコヴ 

リャを取り上げたい。彼は人格的にも評価の高 

い医者であった。彼は第二次世界大戦時、パル 

チザンに参加して国土解放戦線に加わり、生き 

残った。ちなみに、同時代のユダヤ人作家であ 

るエリフ.コシュの印象では、サモコヴリヤは 

人生に喜びを見出せず、また戦争を体験し生き 

残った彼にはその権利がないかのごとくに思っ

ている節があるのではないかと想像している。

サモコヴリャの文学は、ユダヤの伝統を現地 

語で書き上げるというものであった。ボスニア 

語で表記していたものの、彼は精神的にはユダ 

ヤの伝統主義者であると自覚していた。こうし 

たことから彼の作品には、信条の基準の不当性 

などに対する反逆的な思想を見ることができ 

る。アンドリッチはサモコヴリャの文学を読み、 

理解する中で、彼のアイデンテイテイには喪失 

があるとし、その原因を言語を巡る環境に求め 

ている。シナゴーグではへブライ語、家庭では 

ラデイノ語、そして周辺住民とはボスニア語を 

話すことを強いられたとすれば、どこに彼は言 

語的帰属意識を持てばいいのかといった観点で 

ある。しかしながら一方で、セルボ . クロ.アー 

ト語を完璧に習得し、なおかつ豊かな表現力で 

作品を書き上げることは、ユダヤ人の可能性を 

一層伸ばしたとも評価している。アンドリッチ 

にとってユダヤの習慣は、同じ言語で書かれた 

文学作品であれ、非常に興味深かったものに違 

いなかった。

そして、アンドリッチがユダヤ人文学者と親 

交が深かったことも、彼の寄稿から知ることが 

できる。次の例として、K •バルフを取り上げ 

たい。バルフは、スペインへ何度か留学経験を 

持ち、セファラデイムの伝統を専門分野として 

マドリ一ドのロイヤル•アカデミ一と交流をは 

かったユダヤ人文学者である。こうした背景に 

よって、彼はサラエヴォのユダヤ人コミュニ 

テイ一においても、翻訳分野で突出した成績を 

残した人物となり、多くのスペイン文学に対す 

るエッセイ、評論を書き、翻訳を完成させてい 

る。そして、ラデイノ語の伝統とセルボ•クロ 

アート語の文化を融合させることに対しても、 

熱心に取り組んだ人物であった。なお、セルビ
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アにおいて近代ヒスパニック学の基礎を築いた 

のも彼であり、そのように学問の進んでいな 

かった同分野を普及させ、また、バルカンへの 

ユダヤ人移民をもたらすこととなった。

アンドリッチはバルフに対してシンパシーを 

見せており、上記の活動も評価していた。 2 人 

は故郷を同じくし、ヴィシエダラード(Vi§egrad) 

で幼年期を共にしている（アンドリッチはバル 

フの兄と学校が同じであった）。そしてそれぞ 

れに第一次世界大戦を過ぎ越し、新体制の元で 

1928年から一年間、外交官として共にスペイン 

に滞在し、交流を深めたのであった。

結局、バルフはナチスの強制収容所でその生 

涯を終えたのであったが、ここで彼へのアンド 

リッチによる個人的な思惟を少しばかり紹介し 

たい。アンドリツチはバルフのスペインへの博 

識さと、その人物像に対して肯定的な思いを 

語っている。特に、スペインの都市を巡ったと 

きのアンドリッチの考察は面白く、自らのスぺ 

インの印象とは違った、ノマルフのノスタルジア 

に駆られた姿に言及している。それはすなわち、 

互いに同じバルカン出身の身であれ、セファラ 

ディムであるバルフには当地に対するロマンが 

あり、先代の時代に思いを馳せているのではな 

いか、そして自らの少年時代を回帰しているの 

ではないか、といった心情の対比から始まる。 

ユダヤ人の住居の影も形も残さない名前ばかり 

の 「新ユダヤ通り」を発見した際のやるせなさ、 

バルフがスペイン人の子供とのユダヤ人を話題 

にした会話へのアンドリッチによる観察は（Ivo 

Andric, 1960，p213-215)、1928年のような時代 

に、このような考え方を育んだボスニアの環境 

のためであるといえるのであろうか。ほんの些 

細な言葉や出来事を見逃さず、ただのロマンだ 

けに求めない彼の視点は、歴史や情勢を巧みに

考慮しながら、バルフの心をも汲み取っていた 

のである。

アンドリッチを育んだ時代とボスニア.-ヘル 

ツェゴヴイナの環境は、他にも多くの優れた文 

学者を生んだ。こうした多文化の時代に生きた 

多くの作家は、今では失われてしまった旧ユー 

ゴの良き時代（とノスタルジックに言われてい 

る）を反映した作品を残している。

第3 章 ユ ー ゴ 紛争とユダヤ文学

1 . ユーゴ紛争とユダヤ人のアイデンテイテイ

ホロコーストを直接経験しておらず、歴史を 

再認識した新世代の文学者について取り上げた 

い。彼らのうち多くが戦後歴史教育によるホロ 

コーストの記憶を、非ユダヤ人と共有するよう 

になった。記憶の希薄化はユダヤ人を一層大衆 

化させた。また、多民族共生主義を基礎に据え 

た戦後教育は、一時的に民族感情を抑えること 

に成功したと評価された。一方、時代の移り変 

わりとともに、チト一による独裁が明るみに 

なってきているのも事実で、民族主義が解決さ 

れたわけでなく隱蔽されてきたという指摘がさ 

れるようになった。たとえ反ユダヤ主義的事件 

が起きようとも、周辺民族とユダヤ人が問題の 

本質に突っ込まずして表面的に解決を試みてき 

たことは予想できる。多くのユダヤ人がチト一 

主義を自らの体内に取り込み、旧ユーゴの国民 

として生きることは、全体主義による個人の組 

み換えの結果、思考の停止を生じさせていたの 

ではないか。

またユダヤ人の立場が、ホロコーストを歴史 

的に学んだ非ユダヤ人からの罪の意識によって 

成り立っている。多くの非ユダヤ人にとっても 

ホロコーストはトラウマであり、「ユダヤ人」と 

いう言葉に対して捨てきれない否定的意識が存
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在している。

このように、ユダヤ人側にも非ユダヤ人側に 

も、歴史の再認識が感情を伴って行われ、様  々

な立場を生んできたのである。新世代の誕生に 

よるコミュニティー内の根底からの変化は、戦 

後世代はもはや第二次世界大戦の経験とは断絶 

状態にあり、ユダヤ人の伝統は博物館で見学す 

るものであるといった現状を生んでいる。忘却 

と再生による歴史認識の修正行為は、特に世代 

交代が起きる上でその根底にある本質がわから 

ないまま行われやすい。右派左派あらゆる立場 

の組織から扇動的出版活動などがまかり通り、 

受け取る側もその信憑性を疑うメディアリテラ 

シ一が欠けている状態では、非常に頼りない社 

会が形成されてしまう。

ところで、ユーゴ紛争でユダヤ人が果たした 

役割は、対紛争面においては様々なユダヤ人コ 

ミュニティ一間との連帯や、反セルビアの立場 

をとる西側の知識人との協力関係などであっ 

た。国際的なユダヤ組織からの援助や、紛争 

地域に住むユダヤ人に対する救援なども行われ 

た。一方で、セルビア国内の反民族主義勢力と 

の協力関係も結んでおり、吹き荒れる民族主義 

に対する反対活動なども行った。あらゆる立場 

のユダヤ人が、ユーゴ紛争に何らかの形でかか 

わり、それらユダヤ人組織の活動は多岐にわ 

たっていた。

当時旧ユーゴ内のメディアは、知的リソース 

を有さない偽りの学者が、民族主義に基づいた 

歴史認識によって他民族の領土に侵攻する権利 

を主張する舞台と化していた。こうした扇動に 

よる民族主義の高揚によって、反ユダヤ主義的 

なプロパガンダや書物が出版されるよう.にな 

り、落書きや、破壊行為が行われたのである。 

しかしながらこうしたことは、旧ユーゴの民族

主義が台頭する中での、自民族以外に対する排 

他的態度の対象の一つにあって、差別対象はユ 

ダヤ人に特定された現象ではなった。また、旧 

ユーゴ諸社会の持つ心的傾向に、単純にこうし 

た排他的な民族主義の拡大と、自民族による結 

束が容易に行われ得ることも、しばしば政治惰 

勢の悪化と同時に起こる反ユダヤ主義の現象と 

閨係している。

反ユダヤ主義はユダヤ人のアイデンテイテイ 

が再確認されるきっかけとなったのであるが、 

実はこのユダヤ人のアイデンテイテイには、戦 

後の旧ユーゴの共産主義思想のみならずマジョ 

リテイーの歴代の思想的影響が大いに関係して 

おり、彼らによって啓蒙された面も無視できな 

い。歴史的に、ユダヤ人の権利拡大とユダヤ性 

の保存の過程において、セルビア社会から得た 

思想的背景は、多くのユダヤ人の思想でもあっ 

たのだった。文学がセルビアで認められたのも、 

相互の親近関係があったことが重要である。ユ 

ダヤ性が認められるのは戦後チト一主義の受容 

の結果でもあった。セルビアが持つ社会的排他 

性の他に、受容性もその特徴として特筆に価す 

るが、後者における環境が、完璧なバイリンガ 

ル、セルビアの思想に影響を受けた多くのユダ 

ヤ人作家を生んだのであった。

旧ユーゴが崩壊する過程で、ユダヤ人は主要 

民族と同じく祖国を失ったといえる。こうした 

喪失感は、社会主義時代へのノスタルジアと交 

じり合って、もはやユダヤ人という特定民族の 

枠組みだけでは捉えられない。特にこの地域の 

ユダヤ人が、ユダヤ性を保ちつつもセルビア社 

会のメンバーの一員として自己意識を保ってき 

たことが原因であるが、ここで一人の作家を例 

に挙げ、どのようなものであったか確認したい。

( 19)
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2 . ユーゴ紛争とダヴィド.アルバハリ

ダヴィド.アルバハ リ （DavidAlbahari 1948)

はコソヴォ第二の都市ペーチ（Peö) に生まれた 

ュダヤ人である。小学校に入学する時分にべオ 

グラードのゼムンに引越し、学業を続け、1966 

年にゼムン • ギムナジアを卒業した。その後 

ベオグラードの教員養成大学を終了し、25歳で 

小 説 『家族の時間』（Porodiöno vreme 1973) でデ 

ピューしている。

常に、自分の内面と向き合い、自身の変化を 

敏感に感じ取り、またそれが作家のあるべき姿 

であるとするアルバハリの小説は、彼の伝記か 

のようであることが特徴だ。初期の小説では、 

ゼムンでの自らの少年時代と家族のあり方を回 

顧したr家族の時間」が有名だ。それはアルノマノ、 

リの良好な家族関係に基づきつつも、第二次世 

界大戦での不幸により両親の人生観にひとつの 

ピリオドを打ったという背景が、根底に流れ続 

けている作品である。あらゆる対象を彼の感覚 

で浮き彫りにし、作中では希望、人生、死など 

をテーマに物語っていく作風が確立された。ま 

た一つの特徴として、アルバハリは作中にお 

いて、テーマとなっている問題の結論を出さな 

いようにしている。哲学を語るのではなく、哲 

学を読者に考えさせるような問題の提示のみ行 

われ、「小説は読者のために書いているのでは 

ない」(David Albahari, 1998, pl074-1080) と言い 

切っている。

アルバハリは第二次世界大戦後のリアリズム 

文学を受け継ぎっつも、新世代が生み出した 

ジャンルと表現方法を取り入れ、そして彼の卓 

越したイマジネーシヨンを開放することで、先 

代とは違う位置に存在することに成功した。ア 

ルバハリの文学はセルビア文学界における新時 

代の幕開けであった。旧ユーゴの歴史と照らし

合わせてみても、彼の成長期は新時代とともに 

始まり、成熟期は安定と不安定を露呈している。 

作風として、キシュは攻撃的な表現で残酷なイ 

デオロギ一をその作品内で披露していたが、ア 

ルバハリはそれを消化した上でさらに孤独に抑 

圧された心の闇を暴露するのである。その闇は 

どこまでも深く、無希望であることは嫌悪感を 

及ぼさせるほどだ。

注目するべきことに、「ロック文化」にアルバ 

ハリは最も影響を受けたとしている。世界中で 

起きたロックブームの享受者は彼の世代にあた 

り、個人的嗜好のみならず社会の発展段階に即 

して旧ユーゴ全土に影響を与えていた。アルバ 

ハリは芸術の消費者の一人として、この文化を 

取り入れ、その世代の作家であることを自覚し 

ている。芸術はどこかで既出のものを破壊する 

必要があり、このカウン夕一カルチャーの魅力 

は、彼らの世代を捕らえていたのだった。こう 

したロック概念は、アルノ、リが既存の文学界 

にとどまらず、さらに一歩抜けだすきっかけを 

産んだ。

アルバハリは第二次世界大戦時のナチス• ド 

イツによるベオグラードの強制収容所について 

の歴史研究を基にした『ゲツとマイエル』（Götz 

iMajer 1998)を発表したが、この小説は歴史的 

事実の追及によるもので、これまでの著作には 

ない新しい方法であった。ユダヤ人の置かれた 

立場に対峙する態度もみられ、彼にとってユダ 

ヤ人であるということは、第二次世界大戦後に 

生まれ、民族主義から解放された社会として捉 

えられていたべオダラードで学生時代を過ご 

した彼にとって、残酷な運命ではなかった。こ 

の点において彼は、キシュやテイシュマなど先 

代に比べ、ユダヤ人アイデンテイテイに関して 

違った認識を持っていた。キシュが「ユダヤ人
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作家」と呼ばれたならば、反抗していたに違い 

ないとした上で、アルバハリはキシュとは違う 

ユダヤ人としてのあり方を提示し続けている。 

アルバハリにとって、ユダヤ人であることは自 

らの偶然を伴った要因であると同時に、もしも 

他者から色眼鏡を通して見られることがあった 

としても、そむくものではあらずして、個人が 

外面的に加えられる些細なことにすぎないと考 

えているのではないか。彼は作家生活において、 

ユダヤ人をテーマに多くの作品を発表してきた 

し、ユダヤ人としての姿で常に存在し続けた。 

彼の中のユダヤ性というものは、他者の民族性 

に対する感覚とさして変わりない。

さて、人間の内なる心を語ることでは逸脱し 

た才能を見せて地位を得た彼ではあるが、1995 

年に発表した『雪だるま』（Sne2ni Covek)で、セ 

ルビア文学史において一つの主題を提案したと 

考える。この作品で、ユーゴ紛争により祖国を 

失ったことで喪失感に駆られるユダヤ人男性の 

姿を巧みに描き出したことは、実際に1994年に 

力ナダに移住することとなった彼自身の経験に 

基づいている。ユダヤ人であることと同時に、 

旧ユーゴに帰属意識を持つ2 重の構造は、旧 

ユーゴを構成していた他民族にも少なからず該 

当し、それを巧みに描写しているのだ。紛争当 

時、彼はしばしば自らが夢の中で生きていると 

いった発言をしている。確かに旧ユーゴで起き 

た出来事、自らが生まれ育った国がもう存在し 

ないのは、夢のようであるように感じるかもし 

れない。存在の不在が、自らを堂々巡りの思考 

に陥らせている。

ダナス紙のイン夕ビューに以下のように答え 

ている。「私の国、それは昔そして今でも私の 

母国である。現在のセルビア.モンテネグロと 

呼ばれる国もそうであり、私の軌跡、私の本質

をなす私の一部であることも確かだ。もちろん、 

私は戦争の記憶から解放されてはいない。 しか 

しながら小説を書くことは、それを見直すこと 

になる。すべての人間は平和に暮らすことを望 

み、そして多くの人間が心に傷をおって生きて 

いる。我々はその傷を自ら解放してやらなけ 

ればならない。しかしながら、これを終らせる 

ためのプロセスは無駄であると考える。喜びな 

き人生は無益なものであるのだ」（Danas Vikend, 

20-21. mart, 2004)。小説『雪だるま』は、自叙伝 

ではなく“自らをどのように形成するか”という 

人生の過程を読者に認識させ、生きる努力を示 

唆する物語なのである。アルバハリのこうした 

矛盾に閨する発言は、その無駄な行為の中にこ 

そ自身の人生があるという自覚と、彼ほどに解 

放過程での苦しみを経験し、観察した上での結 

果である。過去を考慮せず未来へ進むことの出 

来る者は、時間を無駄にせず進むがいい。しか 

しながら、私の小説において無駄な時間を共有 

することの出来る個人は、答えを探して悩みま 

しよう、というメッセージが含まれているので 

はないか。

「私は未だに過去に驚いており、そのことで 

時間を無駄にしていることは確かである。しか 

しながらすでに10年暮らしているカナダではよ 

い生活を送っている。そしてそれは私の運命の 

場所でない場所にいるからである。もちろん、 

そこは私の場所であるかのような感覚を持つ。 

しかしながらそれは自身の特徴の一部を捨て、 

失うように強制されている時に感じるものなの 

である」（Danas Vikend, 20—21. mart, 2004)。ユー 

ゴ紛争に翻弄された多くの一般ユダヤ人の立 

場としては、どの民族に対しても肩入せず、主 

要民族間の民族主義にあってはあくまで蚊帳の 

夕14こいた。しかしながら、旧ユーゴが彼らの土
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地でもあったため、主要民族と同じように故郷 

を捨てざるを得なかった者も存在し、自分自身 

の内部で何かを喪失するという経験をしたので 

あった。

ところで、ユーゴ紛争後の彼への評価はセル 

ビア文学界で一致しておらず、様々な読者を獲 

得している。これはユーゴ紛争をいかに捉える 

かとい.う、未解決の論争の影響を受けているた 

めである。

旧ユーゴに生まれ育ち才能を開花させ、その 

後体制転換によって避難民となった作家を捉え 

るには、彼らを取り巻いた政治を理解せねばな 

らない。彼はインタビューや作中において、紛 

争でいかに人間が傷ついたかという問題を非常 

に積極的に議論している。ひとつの国がなく 

なり5 つの共和国が生まれた歴史的事実より 

も、旧ユーゴ出身の人々が^•争で身を切られる 

かの思いを体験し、自身を喪失し、状況を把握 

できずにいることに対する配慮がその意見の根 

底にある。アルバハリは「いつか私は自分の体 

が 5 つあるとは感じていた。しかし、それぞれ 

の国にはそうは感じない人も存在し、私はそれ 

も理解できるのだ。もしかしたら、国に対する 

自分の体の感覚と、自分自身の体の感覚におい 

て、何かがおかしいという感覚によって、私は 

カナダに行くことを決めたのかもしれない。」 

(David Albahari u Pragu http://www.makabijada. 

com/pragfest.htm)と発言している。カナダでは 

あらゆる違いに驚きつつも、両者の文化性の存 

在を否定しない彼の態度は、あらゆる人々には 

決して普遍的なことではないものの、ユーゴ紛 

争を経た彼に言わせると重みがある。新天地に 

おいても再び思考をめぐらせることになった彼 

は、新たに発見したテーマから積極的に問題提 

示を、執筆活動を続けている。

直接経馬食した歴史に対して反抗するのではな 

く、認識の問題として歴史に取り組むことがで 

きるようになった第二次世界大戦を経験してい 

ないユダヤ人新世代は、新たな文学を生み出し 

た。アルバハリ個人としてはユダヤ人としての 

アイデンティティを持ちながら、旧ユーゴが生 

んだ多民族共生主義の理念を継承し、さらに国 

の崩壊から他民族と同じように魂を奪われる経 

験をしている。こうしたアルバハリの文学は、 

彼の個人的問題意識のみならず、旧ユーゴの亡 

魂の表れのようなものであろうか。旧ユーゴに 

想いを寄せる者にとって、「自らがどこに属す 

るか」という葛藤は主要民族のみならず、ユダ 

ヤ人、はたまたその土地に帰属意識を持ってい 

た者にとって共有ずるものなのだ。

展望旧ユーゴのユダヤ人文学

1 . マジョリティーによるユダヤ人文学の評価

ユダヤ人文学者の作品が批評される際、彼ら 

の歴史経験とアイデンティティは評論家の重要 

な観点の一つとなってきた。人間の普遍性を 

テーマにした小説でさえ、主人公の行動•思考 

はユダヤの習慣に起因するように追及され、マ 

ジョリテイーのユダヤ人に対するステレオタイ 

プのイメージの根深さを露呈している。

19世紀後半から積極的にセルビア文学界に参 

入したユダヤ人作家は、セルビア語の習得と共 

にマジョリティ一による国民国家の概念を取り 

込み、構成民族の一部と化した。伝統主義者、 

シオニスト、同化主義者など、ユダヤ人の中 

にも様々な見解を持ち活動する者が現れること 

で、その思想にかなった文学も登場することに 

なったのであるが、第二次世界大戦以前はそう 

した文学が高評価の対象になることは難しかっ 

た。戦後には共産主義思想の元で、多くのユ

http://www.makabijada
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ダヤ人作家が成功を収めるに至った。反ファシ 

ズムは、共産主義の存在の前提であったことか 

ら、ファシズムの犠牲者であるユダヤ人は、新 

体制のイデオロギーを肯定し、広めるために評 

価されたのだった。また、多民族共生主義はも 

ちろん、戦時中に活躍したユダヤ人の英雄化、 

ホロコーストの犠牲者としての恩恵、マジョリ 

ティ一によるユダヤ性への興味と承認、そして 

単純に文学者としての才能がその他の理由とし 

て挙げられる。彼らの文学が受け入れられた最 

大の理由として、彼らの人間に向けられた普遍 

的思想が、旧ユーゴ共通のものだからだ。なお、 

反体制の思想を持つ者は、その評価対象に入ら 

なかったことは言うまでもなく、政権交代後に 

彼らの文学は評価を受けることもしばしばであ 

り、日の目を見るといった事態も起きた。

2 . ユダヤ人のアイデンテイテイ問題

この地域のユダヤ人文学者にとって、ユダヤ 

人としてのアイテンディティや言語の問題は個 

人レベルで解決されつつも、生活面で周辺から 

与えられる文化や思想に大いに影響されてき 

た。影響を受けつつも、ユダヤ人文学者が持つ 

ユダヤ人としてのアイデンテイテイは、多くの 

場合周辺住民と同化傾向を見せつつも失われる 

ことはなく、彼らの思想を構築する最も重大な 

要素であることは間違いない。大抵は自身のユ 

ダヤ性は保ちつつも、時代ごとの思想と流行に 

基づレゝた文学活動に専念していたといえる。彼 

らは新しく生まれる思想や学問に敏感であり、 

その都度ユダヤの伝統的な戒律を思想や政治活 

動の象徴にとって変えてきた。そして、マイノ 

リティーであるがために、自らの運命を左右す 

るマジョリティーの思想傾向に注意を払うこと 

は必然で、利害が一致した場合、政治運動に參

加するのは生き残る手段であった。国家体制の 

変化による影響は決して軽視できず、特に第二 

次世界大戦でのホロコースト、人民解放戦線へ 

の參加、戦後体制における経験は、それぞれユ 

ダヤ人の転換期となり、思想的にも変化を及ぼ 

してきた。

特に、マルクス主義がその一つであったし、 

それに対する個人の内部におけるアイデンティ 

ティを作り上げ、諸民族多数派と区別できない 

ほど個人を世俗化させたのであった。セルビア 

社会のメンバーとして、セルビア人でもあると 

いう二重のアイデンテイテイを持ちえた彼ら 

は、民族のモザイク国家と呼ばれた旧ユーゴの 

求心作用に強くひきつけられていたのである。 

そしてその許容範囲は非常に広く、様々な傾向 

のユダヤ人をも取り込んでいったのだった。

ところで、ユダヤ人のアイデンテイテイには 

他者からの視線が大きく関わっている。すなわ 

ち、差別経験(特に第二次世界大戦期）から生じ 

た、「自分と他者の違い」に閨する問題意識が、 

アイデンティテイの形成に大きく閨わっている 

のである。そしてユダヤ人文学者は、その問題 

意識から物事に対する深い思想を導き出し、文 

学として大成させた。この傾向が最も現れてい 

るのは、言うまでもなく戦後世代であり、多く 

の文学者にはユダヤ人としてのアイデンテイ 

ティよりも、何か超然とした人間観が作品の根 

底に横たわることとなった。当時、ユダヤ人の 

アイデンテイテイについて、ユダヤ人コミュニ 

テイ一においても議論されることがまれであっ 

たことも注意しておきたい。

また、セルビア社会に適応していく過程には、 

言語を通じたアイデンティティの変容が大きな 

役割を果たしている。家庭で使用される言語も、 

次第にラデイノ語やイデイッシュ語からセルビ
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ア語へと移行をし、特に第二次世界大戦後はセ 

ルビア語で表現することが、彼らの意思を伝え 

る最も適した手段となった。ユダヤ人による著 

作活動が、自らが最も知る言語で、自らの精神 

を最大限に表現しうるのは、やはり母語であろ 

う。それは日常言語ではなくなったラディノ語、 

イディッシュ語、へブライ語では有り得ない。 

そして、個人がユダヤ人としてのアイデンティ 

ティを語るのは、個人が使用する言語であって 

いくらへブライ語を駆使したところで、その土 

地の文化的背景をすべて表現することは困難で 

あろう。また、このことは完全な同化をもたら 

すことを意味しない。多くの作家が、セルビア 

語で執筆しつつも、ユダヤ性というものを失っ 

てはいなかったことがその証明である。ディア 

スポラ後の土地にあるものが、彼らにとっての 

基準であり、そこにこそユダヤ文化が存在する 

のだ。

母語として習得した言語も、そういった意味 

で個人の基本的な構成要因の一つであり、皮膚 

のようなものである。また、セルビアにとって 

もユダヤ人の存在は「外国人」ではなく、必要不 

可欠な相互関係を築き上げてきた。セルビア文 

学界の発展において、ユダヤ人文学者が果たし 

た役割は決して少なくなく、またセルビア文学 

界の一つの特徴として、ユダヤ人文学の存在は 

無視できないのである。

ところで、各文学者の思想上の立場は異なっ 

ていようとも、それはそれで支持基盤を得るこ 

とが出来たことは、旧ユーゴの寛容さを現して 

いると言えるかもしれないが、結局のところ、 

文学者たちが旧ユーゴを介した思想傾向により 

支配されていたとする方が妥当であろう。歴史 

的背景と彼らの文学作品を照らし合わせてみる 

と、その時代の思想が反映されていることは明

らかである。一方で、こうして思想に支配され 

るという構図を、文学者自身が打ち破る努力を 

忘れてはならない。特に戦後国家体制が落ち着 

きを見せると、宗教や伝統にとらわれない、国 

際的で_ 由な思想を取り入れようとした動きが 

見られるようになった。

その後、共産主義体制が崩壊し連邦が解体さ 

れると、ナショナリズムはよりいっそう自覚的 

になり、文学評論においても「民族」に注目する 

傾向が強くなった。これはユダヤ人文学に関し 

ても当てはまり、文学作品としての評価と同時 

に、ステレオ夕イプのイメージでカテゴリー化 

された文学作品のあり方が採られている。ユー 

ゴ紛争によって社会のあり方が根底から変化 

し、共産主義時代に築がれた個人の思想も転覆 

することとなった。この事態に際して、体制に 

順応していたユダヤ人の多くは、共産時代を共 

に経験した主要民族の同世代として、同様の喪 

失感に見舞われた。こうした経験はユダヤ人特 

別なものではなく、旧体制支持者や思想を享受 

し生きた者達に見られる共通した感情で、ユー 

ゴ紛争後のユダヤ人文学について考察するにあ 

たって考慮せねばならない点である。これらの 

ことは、もはやユダヤ人文学というカテゴリー 

イ匕の非順当性を示している。しかしながら同時 

に、紛争におけるナショナリズムの高揚により、 

文学作品の背景にユダヤ性を期待されるという 

矛盾を生んだ。この現象は非ユダヤ人のみなら 

ず、ユダヤ人文学者のなかにも存在していると 

考え、ユーゴ紛争後のユダヤ性の再発見作業に 

それは現れている。

第二次世界大戦後生まれた新世代のユダヤ人 

文学者は、先人達が悩んだユダヤ人の差異を乗 

り越え、ユダヤ性の再確認作業にあたっている。 

この差異は、ホロコーストの犠牲の結果だから
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当然である。むしろ注目すべきことに、新世代 

によるユダヤ性の確認作業が、自らの差異化が 

伝統文化などの固有性によるものであり、必死 

に差異を乗り越え普遍性を追求しようとした共 

産主義時代に活躍した旧世代のユダヤ人作家と 

は違うことだ。新世代にとって旧世代が体験し 

た差異は、どこまでも想像上のものでしかない。

今後セルビアにおけるユダヤ人文学の傾向 

は、マジョリティーのステレオ夕イプ、また 

はユダヤ人自身による想像上の歴史経験によっ 

て、ホロコーストという過去の悲劇の中で考え 

られるものでありつつも、その歴史経験にアイ 

デンティティが見出されなく、新たなユダヤ文 

学の追求がなされるであろうと考える。それは、 

もはやユダヤ人であることにアイデンティティ 

を求めることが、彼らにとって安定をもたらす 

要因ではなく、より一層広い世界の一部となり 

ながらも新時代に沿った自らのあり方を発見し 

ていくことになるだろう。こうしたことから、 

ユダヤ人文学者は歴史の代弁者であった時代か 

ら、新しい思想を提示できる存在に変貌するこ 

とが期待される。

補注
1) 旧ユーゴ時代における言語総称。ユーゴ紛争で連 

邦が解体するまで一つの言語としての取り扱いを

' 受けた。実際はセルビア語、クロアチア語、スロ 

ヴエニア語、ボスニア.ヘルツエゴヴィナ語など 

を包括しており、それらは方言的差異があった。 

小論はこの定見を踏まえて言語の記述を行う。

2 ) ユーゴ紛争を経て、セルボ.クロアート語が、各 

共和国の言語に分かれた。これら言語は方言的な 

差異はあるものの、言語学的に南スラヴ諸語に分 

類され、住民の相互理解の範囲内にある。連邦解 

体後、各共和国の言語は差異化傾向にある。なお、 

旧ユーゴ建国時以前からセルビア語、クロアチア 

語という呼び方は存在していた。
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